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研究成果の概要（和文）：江戸時代、伝統医学に関して日本は中国を凌駕する発展を遂げ、厖大な量の資料が伝承され
、著述された。現在、国内外の特殊図書館や博物館に保管されている資料のほか、民間に伝存しつつも世に埋もれた資
料は少なくない。本研究では、これら未発掘、未整理の伝統医学資料に光を当て、修復・整理・目録作成の作業を行い
。電子データ化し、今後の伝統医学文化研究の基盤確立を試みたものである。従来の研究を踏襲し、今回の研究によっ
て獲得した保存資料のデータ量は多大である。

研究成果の概要（英文）：In the Edo period traditional medicine in Japan developed sufficiently that it 
surpassed traditional medicine in China. A vast amount of original sources have been passed down, and 
many works written. Currently, apart from sources kept in special libraries and in museums in Japan and 
abroad, there are not a small number of sources that have been preserved in private hands and which 
remain largely unknown. In this study we have shed light on these undiscovered and unorganized sources on 
traditional medicine, and have engaged in their repair, organizing, and cataloging. We have aimed to 
digitize them, and thus establish a foundation for future study of traditional medical culture. We have 
built on previous research, and have acquired a significant amount of data on preserved original sources.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者らが所属する北里大学東洋医
学総合研究所・医史学研究部は、長年にわた
り日本と中国の伝統医学の史的研究を行っ
てきた。とくに書誌学的研究は最も専門とす
るところであり、従来学内には多量の資料を
蒐集し、また学外では国内外を問わず広く資
料の所在を求め、調査研究を進めてきた。そ
の成果を集大成すべく、平成 14～15 年度、
平成 16～17年度には特定領域研究(2)「江戸
のモノづくり」の公募研究に参画し、研究成
果報告書として合計 1,000頁を超す大冊 2部
を刊行。「江戸のモノづくり」の研究班うち
でも突出した成果を挙げたと自負している。
ただ、その研究過程において、またその後に
も、新たな資料（以下、新出資料群と称する）
が続出する事態が生じた。これは資料の捜索
がさらに徹底したことを示す結果として喜
ばしいことであり、目下、これら資料を従来
と同様の手法をもって整理研究する必要を
自覚し、周囲からも情報公開の期待が寄せら
れている。従前の研究成果をより完全なもの
とし、学界により豊富な資料の情報を提供す
るため、本研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
（1）新出資料群には永年を経て虫害、浸水
等による損傷を蒙った資料が少なくない。こ
れまでの方針に従い、当研究部が開発・研鑽
した修復技術を駆使して補修を施し、整理し、
目録を作成し、資料に対する個別研究を行い、
世に情報を公開する。 
（2）すでに目録を公開している当研究所所
蔵の文献資料（大塚修琴堂文庫、石原保秀文
庫、岡田昌春文庫、多紀家文庫、合田文庫、
医史研所蔵古書等）については、最新の写真
撮影機材を導入し、複写（撮影）し、電子画
像データ化をめざす。 
（3）江戸時代目録資料（『聿修堂蔵本朝医書
目』等 25 種）を文字データ化し、総合索引
を付し、現存資料と江戸時代目録資料との照
合研究の便をはかる。これによって医学・本
草書の書誌学的研究は大いに進展するもの
と期待される。 
（4）当研究部には約 30年にわたり、日本・
中国・台湾の特殊図書館・個人文庫より複写
したマイクロフィルム（35㎜ネガ・ポジフィ
ルム、マイクロフィッシュ等）の厖大な集積
がある。これらは経時的劣化による情報損失
の危惧にさらされている。順次電子画像デー
タ化作業を進め、可能なものについてはネッ
ト公開をめざしたい。 
 
３．研究の方法 
（1）世に埋もれた伝承医学資料（史料）を
見出し、光を当てる。 
（2）保存・閲覧のため修理が必要な古文書
史料には補修を施す。 
（3）資料を整理し、目録を作成する。 
（4）貴重なものから順次画像データ化（写

真複写）する。 
（5）目録を文字データ化し、索引作成を可
能にする。 
（6）データの公開に備えた手段を講じる。 
 
４．研究成果 
（1）古医薬書の画像データ化。北里研究所
東洋医学総合研究所医史学研究部（以下「北
里医史研」と略す）は創設 30 余年来、古医
薬書に関する紙媒体資料とともに、貴重な古
医薬書のマイクロフィルム（35mm ネガロール
フィルム、35mm リバーサルロールフィルム、
マイクロフィッシュ等）を精力的に収集して
きた。その数は 680 点（176,936 コマ）とい
う多数に達する。原本所蔵者は、宮内庁書陵
部、静嘉堂文庫、国立国会図書館、国立公文
書館内閣文庫、台北故宮博物院図書館、台北
国立中央図書館、北京大学図書館、東京大学
総合図書館鶚軒文庫、その他の特殊図書館で
ある。内容は、中国古版本（宋版・元版・明
版・清版）、朝鮮古版、日本古写本（鎌倉・
南北朝・室町・安土桃山・江戸）、和刻本（室
町～江戸）などである。古いマイクロフィル
ムはすでに劣化を生じ酸性臭を放つ。そこで
武田科学振興財団杏雨書屋の協力を得、全点
の画像データ化を完了し、目録を作成した。
所蔵権は各原本所有の図書館にあり、データ
は目下非公開である。 
（2）紙媒体資料の目録作成。上記マイクロ
フィルム文献資料のほか、北里医史研では紙
媒体のコピー用紙製本も多数所蔵している。
これらについても全点の目録を作成した。 
（3）医学資料ファイルの充実化。北里医史
研では創設以来、「中国医書」「中国医師」「日
本医書」「日本医師」についてのクリアファ
イルを作成し、情報を集め、整理してきてい
る。本科研費研究期間中もその充実化に努め、
多大なる情報を蓄積した。現在も日々拡充し
つつある。 
（4）小曽戸文庫目録の作成。小曽戸家は富
吉・丈夫・洋の 3代にわたり医薬を中心とす
る古文書、書跡、古美術の蒐集を継続してき
た。そのうち秀逸なるもの 1802 点を選び、
平成 23 年に武田科学振興財団杏雨書屋に譲
渡し、目録を作成した。現物は現在杏雨書屋
で閲覧可能である。 
（5）田中弥性園文庫目録の作成。田中弥性
園（現当主は田中祐尾氏）は古くから大阪八
尾で医業を営む家系で、古医書を数多く収蔵
している。これらは平成 22 年に武田科学振
興財団杏雨書屋に譲渡された。その数は全
701 点。この田中弥性園文庫を詳細に調査し、
整理修復作業を行い、目録を作成した。 
（6）出雲岩崎家旧蔵医書の調査と目録作成。
出雲の佐田町八幡原に在住する岩崎宗右衛
門尉以来の旧家には古医書が多数伝来する。
16 世紀末の出雲平宣政による古活字版『医方
大成論』や曲直瀬道三の古写本『七表陽脈主
属之図』『宜禁集』などはその白眉である。
出雲岩崎家に赴いてこれら古医学資料を実



見調査し、目録を作成。調査報告書を出雲市
役所文化財課に提出し、日本医史学会でも発
表を行った。この調査によって平成 25 年、
岩崎家文書は出雲市指定文化財に指定され
た。 
（7）福井崇蘭館旧蔵医書の調査。京都福井
家は楓亭－榕亭－棣園－恒斎と続いた名医
家で、その書室を崇蘭館と称し、多数の善本
医書を収蔵することで江戸の考証学者の間
でも知られた。一部『黄帝内経太素』零巻（重
要文化財）、『新修本草』零巻（重要文化財）、
宋版『外台秘要方』（荻野本）などは戦前に
流失して杏雨書屋に入ったが、その他の多く
の善本の所在は知られていなかった。ところ
が、昨年、文化庁の蔵に帰した日本古版本・
日本写本・朝鮮古版、計 46 点が杏雨書屋に
委託されることとなり、本科研費研究の一端
として調査研究を行い。調書を作成した。本
年 4月にはその内の白眉である五山版『察病
指南』を杏雨書屋にて展示し、解説を行った。 
（8）金沢文庫本宋版『孫真人玉函方』『膏肓
腧穴灸法』『産育宝慶集』の発見と研究。平
成 24 年 5 月、報告者は千葉県館山市の旧医
家・上野氏家伝の医学史料（館山市立博物館
現蔵）中に「金沢文庫」の古印のある宋元版
『孫真人玉函方』等 3書を発見。館山市立博
物館の協力のもと調査研究を行った。この
『孫真人玉函方』は中国・日本ともに佚書で、
従来全く存在の知られない絶品である。その
序文が「玉函方序曰」として惟宗時俊『医家
千字文註』（1293）に引用されていることか
ら、すでに本書が鎌倉時代に日本に舶載され
ていたことがわかる。「金沢文庫」の押印も
そのことを証明している。金沢文庫旧蔵本の
新出品としても重要な発見であり、本科研費
研究の一環として詳細な研究を行い、一昨年
秋、横浜市の金沢文庫で行われた展示会に出
品され、研究の成果を講演会で発表した。上
野家旧蔵品にはこのほか貴重な医学史料が
ある。金沢文庫旧蔵の医書についても総合的
な研究を進め、日本医史学会で発表した。 
（9）国立科学博物館所蔵和田コレクション
古医書類の調査と目録作成。近年、つくば市
の国立科学博物館に京都の医家・和田和代志
氏の蒐集にかかる古医学資料が入庫した（そ
の一部は昨年 4 月上野国立科学博物館開催
「医は仁術」で公開）。報告者らは国立科学
博物館の依頼を承け、本科研費研究の一環と
して数度に及びつくば市に赴き、その古医書
類を調査・整理・分類して目録を作成し、同
館に提出した。 
（10）大塚修琴堂文庫の再整理と目録作成。
昭和漢方の泰斗・大塚敬節の蒐集にかかる修
琴堂文庫についてはかつて整理・分類を行い、
平成 14～15 年度の科研費研究「江戸のモノ
づくり」及び平成 16～17 年度のそれで報告
した。これは従来北里医史研の貴重書保管庫
に収蔵されていたが、平成 25 年に杏雨書屋
に移管されることになり、再度、杏雨書屋の
職員と中尾書店の立合いのもと目録の再点

検を行った。新たに大塚家から移管された新
出品（多くは軸物）もある。現在、大塚修琴
堂文庫は杏雨書屋に収蔵され、公開に応じて
いる。 
（11）奥田・藤平文庫の目録作成。昭和時代
に千葉県下で活躍した漢方大家の奥田謙
蔵・藤平健の旧蔵古医書類が平成 24 年、杏
雨書屋に入庫した。本科研費研究の一環とし
てその目録作成に関与した。 
（12）『観聚方要補』の研究。『観聚方要補』
は江戸医学館を主催した多紀氏の編纂にな
る漢方処方集で、歴代中国医書及び日本医書
の重要処方の集大成である。従来、文政版が
知られていたが、『医心方』あるいは日本現
存中国古版医書の出現により文政版を全面
改定した安政版の存在は世に知られなかっ
た。報告者らはその重要性に着目し、本科研
費研究の一環として安政版を平成 25 年に影
印出版。この安政版をもとに索引を作成し、
種々の角度から研究を行った。その成化は日
本医史学会、日本東洋医学会で発表した。 
（13）日本医史学会旧蔵医家肖像軸の整理修
復と公開。日本医史学会には旧来、富士川游
らの蒐集になる日本医家の肖像画軸が多数
所蔵されていたが、昭和中期に甚大な水害を
被り、腐蝕・虫損を重ねていた。平成 26 年、
現存するもの 38 点を杏雨書多くに移管する
ことになり本科研費研究の一環として調査
を行った。これらは本年初、杏雨書屋の尽力
で補修がなり、本年 4月、杏雨書屋の展示室
でその多くが公開展示された。旧知の医家肖
像類を補完する資料群として貴重な文化財
である。 
（14）『医心方』の研究と欧米への発信。『医
心方』は 984 年に丹波康頼が編纂したわが国
現存柴胡の医学全書で、古鈔本（半井本と仁
和寺本）が国宝に指定されている唯一の日本
人著作医書である。報告者はオックスフォー
ド大学デニス・ノーブル教授の要請に応え、
2013 年英国で『医心方』に関する講演を行い、
英文誌に論文を発表した。 
（15）下関市立長府博物館新収の松岡家医学
史料の調査。下関市立長府博物館には最近、
当地長府藩の藩医であった松岡家の古医学
資料が寄贈された。報告者らは昨年同館を訪
ね、それらを調査。その一部を『漢方の臨床』
誌に報告した。 
（16）江戸時代に編纂された医籍目録の文字
データ化。江戸時代に各家が編纂した医書目
録は、いつ、どのような書籍が、どこに所蔵
されていたかを調査するうえで、書誌学研究
においてきわめて重要な資料である。しかし
これらのほとんどは毛筆の写本で、文字デー
タ化して索引を作らなければ総合的検索は
容易ではない。よって『経籍訪古志（医籍訪
古志）』『崇蘭館医書目』『宝素堂医籍目録』『渋
江書目抄』『聿修堂蔵書目録』『半井家蔵書抜
目六』『存誠薬宝本邦医書目』『春雨書屋蔵書
目』『酌源堂医書目録』『懐仙楼書目』『医籍
考』『本朝医書』『錦小路蔵書目録』『森氏開



万冊府蔵書目録』などを文字データ化し、検
索に容易ならしめた。 
（17）その他。上記（1）～（16）のほか、
戸田市立博物館（岡田静安旧蔵書）、足利学
校、毛利博物館（曲直瀬道三関係書）、三原
市立図書館（同上）、臼杵市立図書館（同上）、
杏雨書屋新収図書、和智明彦氏所蔵図書（新
妻荘五郎旧蔵書）、和田源司氏所蔵医書（和
田泰安旧蔵山田業広関係書）、伊予久保順理
堂旧蔵医書などの資料群について調査検討
を行い、研究資料及び知見を得た。 
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